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２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会（略称 ２１･老福連） 
                                          事務局長 廣末 利弥 

 
                      ２１･老福連 第８回職員研究交流集会 

                           実行委員長  中村 公三 
 

第８回職員研究交流集会へご参加いただくにあたってのご案内 

 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
この度は、第８回職員研究交流集会にお申込いただき誠にありがとうございます。 
さて、いよいよ集会の開催まで、残すところあとわずかとなりました。お手元に届いた参加券に必ずお目をお通し

くださいますようお願いいたします。 
以下、集会にご参加いただくにあたって、留意点や変更点等を記載しております。各自で必ずご確認の上、お越し

くださいますようよろしくお願い申し上げます。 
何かご不明な点等がございましたら、文末に記載した連絡先までお問い合わせください。 

 実行委員会一同、当日みなさまにお会いできることを心待ちにしながら、集会の最終準備をすすめていきます。 
くれぐれもお気をつけてお越しください。 

敬具 
 

記 

 

◇二日目に開催される「分科会」について 

希望人数や、演題発表希望数の関係上、当初ご案内していた内容と異なる部分がございます。詳しくは裏面の「分科会一覧」をご

覧ください。（分科会の会場につきましては、当日配布する資料集にてご確認ください。）また、今回名鉄観光から送付されている

参加券には「分科会番号」が記載されております。万が一、当初希望していた分科会内容と表記番号が異なる際には文末に記載

されている連絡先までご連絡ください。（番号の変更が生じている分散会もございますので、ご注意ください）  

なお、二日目からの参加の方は、受付が会場の４階となりますので、必ず受付を済ませて、各会場にお入りください。 

◇コスモスクエア駅←→会場を結ぶ臨時バスが運行されます（有料／１００円） 

コスモスクエア駅と会場間を結ぶサークルバス（※おおよそ１時間に３本は運行中）に臨時増便（ピストン送迎）という形で運行を

おこないます。時間帯は、２９日１２時～１３時／３０日８時～９時／同日１７時１５分～１８時となります。サークルバスと臨時増便

をあわせて、約１０分に１本は運行するような計算になります。ご活用ください。 

◇お車でお越しのみなさまへ 

会場に駐車場はございますが、近隣会場とも併用のため、駐車できない可能性の方が高い状況です。（１回１０００円）会場には

公共交通機関でお越しくださいますようお願い致します。 

◇当日のプログラムについて 

開催要綱で配布したプログラムに、一部時間の間違いがございました。以下のとおり訂正いたします。 

 

 

 

プログラム詳細につきましては、当日配布する資料集でご確認ください。 

 

２００８年１１月２９日（土）　１３：００～１７：００（交流会 １９：００～）

            １１月３０日（日）　　９：００～１７：００

　　　　　 １２月　１日（月）　  ９：００～１２：００

 
【 連絡先 】 現地実行委員会事務局  社会福祉法人こばと会 高齢者向け優良賃貸住宅さくら苑 （担当：正森） 

 TEL 06-4864-2266  FAX 06-4864-2212  Ｅ－mail  info@kobatokai.jp 

 

２１世紀 ・ 老人福祉の向上をめざす施設連絡会 事務局  （担当：大谷） 

     TEL 075‐494-1115  FAX 075‐494‐1135   Ｅ－mail roufuku＠siren.ocn.ne.jp  



２１･老福連 第８回職員研究交流集会 分科会一覧 

 

 

 
分科会名 分散会名 座長 助言者 記録係

１－Ⅰ：ユニット型を中心に
福岡　いきいき八田
施設長　山本　明美

滋賀　ぎおうの里
施設長　市原　邦雄

滋賀　ぎおうの里
ケアワーカー　青木　奈保子

１－Ⅱ①：従来型を中心に
大阪　弥栄の郷
施設長　村瀬　愛

東京　マイホーム新川
施設長　繁田　正人

大阪　弥栄の郷
介護支援専門員　國松 智之

１－Ⅱ②：従来型を中心に
石川　やすらぎホーム
施設長　坂口　朋美

老福連
代表幹事　岸田　孝史

京都　原谷こぶしの里
介護職　藤井 恵子

１－Ⅲ：行動障害がある認知症
の方のケアを中心に

北海道　フルーツ・シャトーよいち
副施設長　本荘　頼賢

愛知　蒲郡眺海園
施設長　早川　昌宏

大阪　結いの里
生活相談員　杉谷 明美

１－Ⅳ：認知症を含む身体的重
度の方のケアを中心に

群馬　誠の園
園長　山口　千春

白梅学園短期大学
教員　森山　千賀子

大阪　あすくの里
介護職　松見 陽一

２
施設の暮らしの中で

食を支える
２

山形　とかみ共生苑
主任栄養士　岩原　道代

京都　社会福祉法人七野会
栄養部部長　森島　静子

大阪　いのこの里
調理師　岩井　大

３
施設の暮らしの中で

医療・健康管理を考える
３

富山　しらいわ苑
施設長　小西　乃里子

東大阪生協病院
副院長　橘田　亜由美

富山　しらいわ苑
看護師　石塚　陽子

４
ケアハウスの

あり方を考える
４

新潟　ケアハウス穂波の里
法人事務局長　上杉　あさ子

宮城　宮城野の里
施設長　小野　ともみ

大阪　かわち野里
介護職　小松 薫

５－Ⅰ：ショートのとりくみを中
心に

兵庫　甲寿園
副施設長　川内　光子

新潟　ショートステイあしぬま
事務長　西島　朝子

兵庫　甲寿園
介護課長　中野 由理

５－Ⅱ①：デイのとりくみを中心
に

愛知　すこやかの里
施設長　高部　ゆかり

大阪　結いの里
副施設長　阿部　裕一郎

奈良　こがねの里
介護職　大竹　聖子

５－Ⅱ②：デイのとりくみを中心
に

大阪　かわち野里
生活相談員　田中　茂治

島根　ひまわり園
施設長　常陸　実

奈良　こがねの里
介護職　谷口　宣央

６
養護老人ホームの

制度転換への
対応と役割を考える

６
長野　ハートヒル川路
事務長　西田　克美

東京　信愛寮
前施設長　関　道子

長野　ハートヒル川路
介護職　大平　愛美

７－Ⅰ：ホームヘルプサービス
静岡　芳川の里
施設長　宮形　淳

金沢大学
教員　森山　治

静岡　芳川の里
サービス提供責任者　高橋　江美

７－Ⅱ：グループホームケア
山形　とかみ楽生苑
苑長　横山　雄治

愛媛　アンジュールともの家
ホーム長　永和　淑子

大阪　いのこの里
介護職　勢造 まきえ

７－Ⅲ：地域包括支援・在宅介
護支援センター・居宅介護支援
事業

東京　泉苑ケアセンター
センター長　武田　恵

福祉・介護オンブズネットおおさか
事務局長　日下部　雅喜

兵庫　喜楽苑
社会福祉士　北川 一人

７－Ⅳ：小規模多機能型サービ
ス

京都　生活支援センター上総
センター長　小泉　徳芳

兵庫　きらくえん倶楽部大桝町
管理者　菊池　貴美香

京都　生活支援センター上総
介護職　武藤 波美子

８
安全・安心と生活

リスクの共有　―事故
防止のとりくみを中心に―

８
広島　くすの木苑
生活相談員　中根　正博

東京　みやま大樹の苑
施設長　相羽　孝昭

広島　くすの木苑
介護士　宮崎 朋宏

９
施設で事務職員が
果たす役割を考える

９
大阪　城東老人ホーム
施設長　宮崎　佳子

兵庫　社会福祉法人きらくえん
法人事務局長　細岡　雄二

大阪　城東老人ホーム
事務員　徳田　桃子

１０－Ⅰ：若い職員を中心に
大阪　いのこの里
施設長　山本　智光

金城学院大学
教員　朝倉　美江

奈良　こがねの里
介護職　中井　友紀

１０－Ⅱ：中間管理職を中心に
北海道　かりぷ・あつべつ
施設長　石井　秀夫

白梅学園大学
教員　佐野　英司

兵庫　喜楽苑
管理職　木田 義彦

１１
施設と地域、利用者、
家族、後援会組織等

との関係を考える
１１

東京　白十字ホーム
施設長　西岡　修

大妻女子大学
教員　井上　修一

大阪　槻ノ木荘
事務長　弟子丸　孝子

１－Ⅲ・１－Ⅳ・４・１０－Ⅱの分散会には手話通訳者が同席します。参加者には、進行への配慮をお願いいたします。

在宅生活を支える
デイ・ショート事業

地域で暮らし続ける

育ちあい・育てあう
職場づくり

施設でその人らしい
暮らしを支える

１０

１

５

７


